　（生涯種別用）第　　回全日本○○○ソフトボール選手権大会・京都府予選大会
兼
　　　　　　　　　　　　　（　第○○回中ブロックソフトボール大会　）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大会実施要項
主催　京都府ソフトボール協会
主管　支部主管ソフトボール協会名
協賛　○○株式会社・○○商工会・○○工業会・※スポーツ用品会社等

会期　○○○○年○月○日（土）・○日（日）予備日○月○日（土）・○日（日）
会場　○○グラウンド（会場までの地図を別紙送付）
参加資格　①○○○○年度（公財）日本ソフトボール協会に加盟登録を完了したチームであり各支部より推薦された（○種別を記載）チームであること。
　　　　　　　②チームの中に公認コーチ・公認スポーツ指導員の有資格者がいること。
　　　　　　　また、大会当日資格等の提出を求められた際、提出できるよう持参すること。
　　　　　　　※指導者有資格証のコピーを、必ず参加申込書に添付すること。
参加チーム数   １．各支部協会の出場は、原則として１チームとする。

２．前年度優勝・準優勝チームはシード出場を認める。
３．大会主管協会より別に１チームの推薦出場を認める

４．京都府協会が特別に認めた推薦チームの大会参加を認める。
①　（公財）日本ソフトボール協会への登録チーム数の多い支部協会。
②　数多く出場し、常時上位にランクされたチームの推薦。
③　ここ数年優秀な選手を育成したチームの推薦。
④　支部協会より４チーム以上の出場は認めない。
（注）なお、希望のチームは、予備チームとして締め切りまでに申し込んで

下さい。但し、出場できない場合もあります。

チーム構成　①監督1名、コーチ2名、スコアラー１名、選手２５名以内とする。
　　　　　　　②監督、コーチ、スコアラーが選手を兼ねる場合は選手欄に記入し登録をすること。（申込以降のメンバー変更は認めない）

　　　　　　　③スコアラーとしてのベンチ入りは、公式記録員有資格者のみ。
試合方法　①7回戦トーナメント方式。但し試合開始から９０分を超えて新しいイニングに入らない。最終回終了時、同点の場合、次の回から２回を限度にタイブレーカーを採用し、それ以降は抽選で勝敗を決定する。
②決勝戦は７回または９０分を超えて同点の場合、次の回から、タイブレーカーを採用し、勝敗を決定する。
③５回以降7点差以上の場合は、全試合に、コールドゲームを採用。

④優勝チームを、京都府代表チームとし、全国大会の出場権を与える。
⑤二位チームに、京都府代表チームとし、中ブロック（実年、エルダー）大会の出場権を与える。（実年、エルダー以外は⑤は削除願います）
⑥上位２チームを京都府代表チームとし、近畿大会の出場権を与える。
審判員・記録員　京都府ソフトボール協会所属公認審判員・公式記録員
ルール　○○○○年（公財）日本ソフトボール協会オフィシャルルールを適用するが、一部特別ルールを設ける。その他、特別の事態については、大会本部が決定する。
試合球　（公財）日本ソフトボール協会検定　ゴム３号球（社名）

　　　　　　　※全国大会の使用球は（社名）
傷害処置　選手が試合中に傷害を受けた場合、主催者は応急処置のほか、責任は負わない。
（参加者は、全員健康保健証を持参すること）
申込み方法　出場資格を得たチームは別紙関係書類に必要事項を明記の上、支部協会の認証を受け○月○日（○）までに必着するよう下記宛に申し込むこと。

　〒601-8047 京都市南区東九条下殿田町７０
京都府スポーツセンター内　　　京都府ソフトボール協会　宛
参加料　１チーム15,000円　　
振込先　○月○日（○）までに、チーム名を明記の上、下記の口座に振込むこと。
1 振込口座（銀行、郵便）
2 口座名義（　　　　　　　　　　　　　　　　）
組合せ抽選　抽選会は○月○日（○）○時より○○にて主催者及び主管協会立ち合いのもと、公開代理抽選によって行う。

問合せ先　各部門長の氏名、主管協会担当者名・電話（携帯）

雨天時試合有無の決定時間。
その他　各チームは試合予定1時間前には、大会本部において受付をすること。
※全日本大会に出場権を得たチームが棄権した場合の処置は、当該年度及び次年度の公式試合の出場停止処分とする。また、棄権チームは次年度の同大会の出場資格の喪失。
